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ジャイナ教団におけるリーダーの適性について

河 﨑 豊

On the Attributes for the Leader of the Jain Mendicant Order

Yutaka KAWASAKI

0．はじめに

白衣派ジャイナ教における教団運営の実態を窺う資料として、白衣派聖典中のチェーダスート

ラ（Chedasūtra）と呼ばれる戒律経典群がある。これら自体については1960年代までに欧州の

諸学者により批判的な研究がある程度まで行なわれたため、その内容を知ることは比較的容易で

ある。一方で、時代や地域、社会的環境に応じて変わる諸事例に対し、いかに後のジャイナ教徒

が聖典として固定化された1チェーダスートラの簡潔な条文を改変せず解釈を施し適用してきた

か、つまり戒律解釈史の様相については今なおDEO（1956）が唯一の情報源と言ってよい。し

・かし、「バーシャ（Bhāsya）」という韻文註釈群は、膨大な詩節でチェーダスートラ各条文に多

様な解釈を与えるが、これらの研究は殆ど進んでいない。DEO（1956）もバーシャ文献群につい

て一章を割いたが、到底その全容を示すものではない。

そこで本稿は、チェーダスートラのひとつ『ヴャヴァハーラ（Vyavahāra）』［V］に対し6－

・7世紀頃に作成された2韻文註『ヴャヴァハーラ・バーシャ（Vyavahārabhāsya）』［VBh］を、12

世紀のマラヤギリ（Malayagiri）によるサンスクリット註［VM］と共に取り上げ、特に教団グ

ループのリーダーとしての適性に関する議論の一部を検討することで、総合的なバーシャ研究の

端緒としようとするものである。バーシャにおける教団論を執筆するにあたりVBhをほぼ利用

しなかったDEO（1956）には、当該問題への言及は少ない。一方、CAILLAT（1975）はVBhと

VMとを資料としてこの問題を纏めている3。従って本稿と重複する部分もあるが、CAILLAT

（1975）では省略された点もある。ここで敢えて取り上げる所以である。

・ここでいう教団グループとは、VBhではガッチャ（gaccha）またはガナ（gana）と呼ばれ4、

教団運営上の組織単位として複数存在する諸集団を指す5。個々の集団を統率する僧がアーチャー
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リヤ（ācārya）である。彼は様々な特権を享受する一方、その運営に大きな責任を負う。集団の

質は、構成員たる個々の僧の能力に依るのは勿論だが、指導者側の資質にも左右される。そして

集団の質は内部評価のみならず対外的評価にも繋がり、ひいてはジャイナ教自体の世評にも関わ

る。故に、ある僧の資質を慎重に見極めた上でアーチャーリヤの地位に就けることは、教団運営

上非常に重要な案件となる。Vは2．26でこの問題に触れ、3．3以降は教団内における種々の役職

に就く僧の条件を詳述する。その議論全てをVBhもろとも検証することは紙幅が許さないため、

2．26と3．1への註釈でVBhが説く箇所に今回は限定する6。

1．「知」か「血」か

V2．26によると、同一組に属する（egapakkhiya）僧が、暫定的に7アーチャーリヤの地位もし

くは次点の地位の者を指名するか、または自ら就任することは妥当であるとし、あるいは当のガ

ナの意に沿うよう指名するべきだという8。当スートラでアーチャーリヤに就任する妥当性に関

係する記述は、「同一組に属する」という一点のみである。VBhはこの「同一組」とは何かとい

う点に注目し、アーチャーリヤたる資質の有無を議論する。

VBh1282およびVBh1283前半9によると、「そして同一組の者とは、出家および聖典に関し二種

類になると知られるべきである。経典については同一の読誦をする者、出家については〔同一の〕

閥（kula）に属する者などである。出家について一組の者とは、自身〔と同一〕の閥に属する者

である。聖典について〔一組の者〕は、同一の読誦をする者である」とされる。

「同一組」とはまず「出家」と「聖典」とに二分される。「同一の読誦をする者」について明

確な説明はないが、VBh及びVM10から推す限り、同一の師匠のもとで同一の教育を受けたが故

に読誦の内容などが同一の者、またはアーチャーリヤと同じ程度の知を有する者と考えられる。

次に、仮に「閥」とした kula（原義は「家、家系」）は、教団組織の単位を表す術語である。そ

・ ・して、VBh128611が「…出家に関しては閥、集団（gana）、団体（samgha）の夫々に、聖典を伴

う諸細分を順々に作るべし」と述べること、kula が古来よりガナの構成単位と看做されていた

こと12を踏まえると、当該箇所では教団組織の最少単位を指すと考えられる。要するにこの二分

法は、いわば知の同質性と、「家系」つまり擬制的な血統の同質性とに基づくものであると言え

よう。更にこの二区分は、VBh1292では四つに細分される。尤も、VBh自身はその細分の内実

を示さないが、VMによると（1）「出家」と「聖典」とが共に同一の者（2）「出家」のみ同一

の者（3）「聖典」のみ同一の者（4）双方とも異なる者、であるという13。

VBhはこれらのうち、（1）の者を最適と見る。即ちVBh1289：「聖典」の異なる者が暫定的

にアーチャーリヤに就く際に生じる過失；VBh1290：「聖典」の異なる者が恒常的にアーチャー

リヤに就く際に生じる過失；VBh1292：「出家」の異なる者がアーチャーリヤに就く際に生じる

過失14、を夫々説き、「出家」あるいは「聖典」の何れか一方でも異にすると何らかの支障を招く

と見るが故である。とはいえ、予めアーチャーリヤが後継者を指名する場合15は兎も角、急病と

―38―



いった事情で急遽代理を立てなければならない場合、（1）が都合よく存在するとは限らないで

あろう。そのような場合、選定の優先順位はどうなるのか。

VBh129316は、「〔迷乱もしくは病〕いずれか一方の治療〔が現職のアーチャーリヤに生じる〕

場合、（1）が居ない場合は（3）を暫定的に、他ならぬ（3）が居ない場合は（2）、それが居

なければ（4）が〔暫定的に就任させられるべきである〕」と述べる。つまり、VBhは「知」の

同質性を「血」の同質性よりも重視するのである。VBh1317が、（2）か（4）を就任させた場

合17はパリハーラ（parihāra）という村八分的な滅罪行を科されるとする点18からも、この序列が

VBhにとって相当な重みを持つものだったことが窺える。では最下位の（4）を選ばざるを得

ない場合、いかなる人物を選ぶべきか。これについてVBh129419は、「同一組に属する者ではな

くとも、（イ）もとから柔和な性質の者、（ロ）もとから〔グループ全体で20〕承認された者、ま

たは（ハ）血縁者だと知った後、グループの長上に就かせる」とする。

一行目 va の解釈に困難を残し21、これらのどこまでを同一人物が担うべきか定かでないなど、

本詩節は種々の問題を残すが、その選定基準はおおよそ理解できる。（4）の者は、集団にとっ

ていわば全くの余所者の筈である。従って集団との軋轢を生まない性格を持つことが必要であ

り、集団としても予め総意として同意できる人物が重視されたと考えられる。また、（ハ）の規

定より―恐らくアーチャーリヤの血縁を意図したものと推測されるが、VBhは勿論VMもそれ

を明示するわけではなく問題が残るが―最後は擬制的な「血」ではなく本来の「血」の繋がりに

頼ることで、一定の同質性を確保しようとしたと考えられる。

2．V3．1に対するVBhの註釈から

・V3．1は、修行僧が集団（gana）を自ら保有しようと欲する場合、当人の尊師（＝アーチャー

リヤ）が取り巻かれていなければ（apalicchanna）集団の保有は不可、そうでなければ（palic-

channa）可とする22。この簡潔な規定では、ある修行者が集団の長となり得る条件は、その師僧

が「取り巻かれている」か否か、という点のみである上、「取り巻かれている・いない」という

状況が具体的に何を指すのか、スートラは説明しない。それに対し、VBhは集団の保有を希望

する修行僧当人が「取り巻かれている」か否か、という点にまず視点を移行した上で議論し、そ

の後は「取り巻かれている・いない」という概念を離れ、長たる資質を問う様々なポイントを列

挙する。その量は膨大で内容も錯綜するが、リーダーとしての資質について考察する点では概ね

一貫する。

2．1 理想的なリーダー

・VBh は理想的リーダー像をまず提示する。即ち集団保有者（ganadhara）は巨大な池（mahāta-

lāga）の如くあるべしとされる（VBh1352）。その心は「対論者らによって揺り動かされず、集

団を現に保有して倦まない。または、蓮に満ちた池に生物が常に到来するように〔生物が常に到
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来する〕」（VBh135323）。更に「火災中の家で熟睡している男を目覚めさせる如く、老死などとい

う火災のある輪廻という家で、生物を目覚めさせる」（VBh135624）他、指導者（desiya）、分限

者（sirighara）、船頭（nijjāmaga）、偉大な牛飼い（mahāgova）の如くでなければならない（VBh

1355）25。

2．2「取り巻き」とはなにか

「取り巻かれている」「取り巻き（palicchada）」が実体（davva）と状態（bhāva）とに二分さ

れるという概念は最初から前提とされるが、明示されるのはVBh1390以降である。つまりVBh

1390によれば、実体の「取り巻き」は生命を持つもの（sacitta）等の三種26である。また実体及

び状態の「取り巻き」は世間的なもの（loiya）と出世間的なもの（louttariya）とに分かれ、更

にそれらは用務と結びついたもの（vāvārajutta）とそうでないもの（iyara）とに細分される27。

当該の件に関わるのは出世間的なそれであり、実体の「取り巻き」とは弟子、そして修行に必

要な資具28を指す。VBhはそれを明示しないが、出世間的な実体として用務と結びついた「取り

巻き」を説明するVBh1393－139429の、師匠が弟子に各々の能力に応じた用務を与え、弟子が用

務をこなせばその集団は栄え業滅も生じる、という内容からしてもそう理解し得る。次に状態の

・ ・ ・ ・「取り巻き」とは三宝と苦行、礼儀30を指す（VBh1395：damsana-nāna-caritte tave ya vinae ya

hoi bhāvammi）。つまり実体の「取り巻き」とは物理的な固体として存在する弟子や法具、状態

の「取り巻き」とは僧としてあるべき信仰や知識、あるいは積み重ねてきた修行などである。更

・ ・にVBh1395曰く、この二分法の組み合わせには四通りがある（samjoge caubhamgo）。これの詳

細も明示されないが、内容からすると（1）実体・状態双方の「取り巻き」を欠く者（2）状態

のみ「取り巻き」がある者（3）実体のみ「取り巻き」がある者（4）実体・状態双方の「取り

巻き」がある者、である。

以下に見る如く、VBhは（4）を最適とし、（2）を条件付きで許容する一方、（1）と（3）

とを不可にする。つまり、実体よりも状態の「取り巻き」を有することに重点を置く。また、（4）

も全くの無条件で集団の保有が許可されるわけではなく、多くの条件をクリアせねばならない。

2．2．1（1）に属する者

（1）はそもそも集団を保有するべきではない（VBh1357）。曰く、経典とその意味とを具えな

いまま学習未終了者を取り巻きとして辺境で独立するが、他宗の者に質問されても応答できず、

信者は脱落し、弟子は変化し、非難が生じる31。道中などでのアーチャーリヤの努力を真似しよ

うとするが、生存という小川に落ち、他の者も落としてしまう32、といった風に、弟子の教育が

できないばかりか信者からの信用も失うがために、集団そのものが没落する。よって、この属性

を持つ者に集団の保有を許可してはならない。
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2．2．2（2）に属する者

（2）の者をVBhは貧者（damaga）に喩える。VBh137033及びVM34曰く―貧者が牛小屋に行

くと、牛飼いたちは彼に牛乳を飲ませ、他の者たちは壺を与えた。彼はその壺を持ち帰って寝床

の枕元に置き、「雌鶏を買って卵を産ませ、それを売った金で一財産を作り、自分と同等か、そ

うでない娘とでも結婚すると、家系を誇って彼女は枕のある寝床を求めるので、私は『なぜ枕の

ある寝床を求めるのか』と彼女を足蹴にするだろう」と空想し足を振り上げたところ、その壺を

割った―。同様に、（2）の者は「『多くの弟子たちを出家させ、それから私は集団の支配権を作

ろう』と、このように欲得ずくの妄想で嘆いて、懶惰にして学習をしない」（VBh137135）。弟子

を抱える器量という「壺」（＝状態の「取り巻き」）はあるが、実際の弟子という「牛乳」（＝実

体の「取り巻き」）がないため、自分が集団を支配することを妄想して怠惰になり、結果「壺」

を割るのである。

しかし、（a）食糧や衣などを獲得する力があり（b）受け入れ得る言葉を話し（c）肉体が劣っ

ておらず（d）世間の知識人層に尊ばれると、学習途上の僧や世人は敬う（VBh138136）という

ので、これら四条件を満たせば（2）の者も有資格者たり得るという。

VBhが寄進物の獲得力（←a）を重視することは、集団の性格上当然である。それは、VBh138037

が「実に、その者〔が弟子という「取り巻き」を持って〕いても、ものを集める〔力〕を欠くと

学習途上の者たちなどが斥ける。そして〔ものを〕集める〔力〕がなければ、ガナを保有するこ

と全体がどうして生じようか？」とする通り、布施の獲得力如何は集団内の求心力の問題に関わ

る。そして、布施の獲得は寄進する側からの評価に左右されることも自明である。（b）以下は

その点を考慮したものと推測されるが、特に身体性を問うことが注目される。しかも当該詩節が

・用いる ahīnadeha は五体満足以上のことを指す可能性が高い（←cp．2．3，C5）。そのように判断

する根拠のひとつは、VBh1396－139738及びVM39が説くヴァイラブーティ（Vairabhūti）なる人

物の喩例である。曰く―ヴァイラブーティは優れた詩人だったが弟子を持たず、痩せていて、容

姿が酷かった（mandarūva）。彼が王宮で詩を披露した時、彼の姿を見ないままその詩を聞き感

動した王妃は、贈り物をすべく彼の家に行く。自ら座を持って出て来た彼を見た王妃は、彼がヴァ

イラブーティだと気付かなかった。しかし彼こそその当人だと召使に指摘されると王妃は心変わ

りし、醜く取り巻く弟子のいない（VBh1397：virūvaparivārarahie）彼に布施をするのを止めた

―。

この内容からして、VBhが五体満足を超えた外見の美醜を（2）の選定における大きな判断

要素と見ていたことは明白である。VBh139840は、見栄えのする者（ākitimat）には必ず残余の

諸能力も生じるが故に、実体の「取り巻き」の根は美（sum
�
deri）と胆力（orasabala）とにある

という。ヴァイラブーティの如く醜男でも有能な者はいようが、それでは世人に評価されない恐

れがある。しかし美男であることは内的な有能さを必ず保証し41、世人の評価も期待できる。僧

の美しさは、リーダーシップを担保する重要な点となるのである。

但し、食事や資具や供養のためだけに集団を保持してはならず（VBh138242）、あくまでも業滅
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を目的とし、その上で供養を求めて集団を保持するべきである（VBh138343）。言い換えると、解

脱を目指すという本来の目的を外さなければ供養を求めることに問題はなく、集団の興隆と発展

のためには寧ろ推奨される類のことである。「集団を保有する者には卓越した食事と資具と賞賛

とがあり、弟子や高弟や在家者や異教徒たちに尊敬され」（VBh138444）、集団の長が立派であれ

・ ・ ・ばその徳を弟子たちはそのまま喧伝し（VBh1385：gun’ evam pavikatthayamte）、かくて「聖典

が尊重され、教令が〔遵守され〕、修練を要する者たちに堅固さが生じ、礼節に基づく業滅が恒

常的に生じ、慢心が破壊されもする」（VBh138645）からである。

2．2．3（3）に属する者

VBh が具体的に想定するのは、自分が集団を保有することを想定し衣などの資具―生命を持

たない実体の「取り巻き」を集める者である。これをVBh1372－137346及びVM47は、牛飼いが

牝牛たちを監視しつつ、「報酬で牝の仔牛たちを手に入れよう。その後、牛の群れが増えると、

そこで仔牛たちが生まれるだろう。〔その仔牛を元手に〕花冠などを作ろう」と考えて行動する

者に喩える。なぜ将来を見越して事前に資具を集めてはならないのか。「それら多く〔の衣〕な

どを精査しつつ〔遊行中に〕道などで運ぶと、〔疲れ、病を得、自制を害い、経典とその意味と

を棄ててしまう〕。雨季においても全く同様である〔が、雨季には〕過剰にヴァータなどが乱れ、

経典〔とその意味と〕を失う」からである（VBh137448）。つまり、予め収集した資具の管理のた

めに、本来の修行が疎かになるばかりか、体を壊しかねないがゆえである。仮令（3）が資具を

具えているとしても、彼は葦の集まりの如くに弱く、集団を担う適性を欠く（VBh137749）。しか

・も彼は状態の「取り巻き」を欠くため―ここで特に vinaya にのみ言及することは注目される―

「そして彼には礼儀がわからず、〔弟子たちに礼儀を〕行なわせることが〔わからない〕。経典と

その意味とに結合していない〔弟子たちは〕無礼ゆえに（3）への〔礼儀を〕行なわない」（VBh

137850）。

なお（2）と異なり、（3）が集団を保有する余地をVBhは認めない。既に述べた通り、これ

はVBhが実体よりも状態の「取り巻き」を重視することを示すものである。

2．3（4）に属する者の調査

従って、（4）が最適ということになるが、VBhは更なる調査を要求する。V自体から指示さ

れないこれらの調査は、「アーチャーリヤの連れ合いという諸々の教典（VBh1414：āyariyabiijja-

・ ・gāni satthāni）」―過去のアーチャーリヤが継承した口碑の類51が経典の権威に準じるものとし

て、その妥当性が担保されるという。

まず、異なるタイプの修行者を（4）にあてがい、（4）がとる態度を調べる。調査範囲は（a）

・・ ・ ・小僧（khuddaya）（b）老人（thera）（c）若者（taruna）（d）捻くれ者（khaggūda）である。（a）

（b）は、調査視点を見る限り臘よりも実年齢を意識した如くである。また（c）は、実際には

「若く、聡明な者」と考えられる52。その基準はVBh及びVMによると以下の如し：
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・・以上をクリアした僧に経典・意味を教授するサークル（sutta- / attha-mandali）を預け、そこ

でへたり込まなければ集団を付与する（VBh141159）とあるが、実際にはこれらの条件のみで付

与は許可されず、「取り巻き」という概念を超えた更なる諸条件をVBhは提示する。以下それら

を簡潔に列挙し、最小限の解説を加える。

（Ａ）理想的な王子の諸特性と同様の美点を持つか否か（VBh1415－1422）

Ａ1 猛者（sūra）―無恐怖の者（nibbhaya）。敵対する論者という危難が生起した時、猛者た

ることにより乗り切る（VBh141860）。

Ａ2 勇者（vīra）―胆力ある者（orassabalī）。路上での泥棒などを胆力で乗り切る（VBh141861）。

Ａ3 泰然とした者（sattia）―落胆しない者（avisāi）。幸不幸に動揺しない（VBh141962）。

・・ ・ ・Ａ4 決意者（vavasāi）―しっかりとした姿勢を示す（kareti samthānam）。他ならぬ閥などの

諸用務における窮迫時に、決意し克服する（VBh141963）。

Ａ5 安定した者（thira）―息切れしない（na visamati）。息切れせずに用務を行ない、行なっ

た後でも苦しまない（VBh142064）。

Ａ6 喜捨者（ciyāya）―与える（deti）。気前が良く、少量であっても与える（VBh142065）。

・ ・Ａ7 堅固な者（dhitimamta）―頼らない者（anissanta）。克服すべき諸危難を思慮し、諸用務

においても〔怠けない〕（VBh142166）。

・Ａ8 智者（buddhī）または智に関し訓練された者（buddhīvinīya）―四つある者（cauha）。四

つの智67について訓練された者（VBh142168）。

不可 可

（a）

「長く果報をもたらす者だ」「雛鳥のように養
うのが困難だ」「養ったとして、私のものにな
るのか、ならないのか」「私の修行の邪魔をす
る」と考える（VBh1405）53 衣や食事などを用いて掌握し、従わせる（VBh

1409）54

（b）

「育ててもすぐに死ぬ」「従わせるのは難し
い」「返礼をしない」「経典とその意味とを損壊
する」「老人教育には損が多い」と考える（VBh
1406）55

（c）

「この者は余計に質問するし、多くを覚える。
過剰に〔教育すると〕私の美徳は何もなくなっ
てしまう。しかし彼は現に進歩しよう。実にこ
の者は私にとっては反抗的な側室だ」と考える
（VBh1407）56

倦むことなく受け入れさせ、学ばせる（VBh
1409）

（d）

「こいつは怒るし、助けないし、荒々しい。
〔我々〕全ての逆側にいる。礼儀がなっていな
い」と考え、敵に対する如くに殴って放逐する
（VBh1408）57

硬軟取り混ぜた言葉で従わせる。そういう罠で
その者は落ちる。踏ん張る力があるにも拘わら
ず、捻くれて宗教生活を棄てる者であっても、
自ら受け入れる（VBh1410）58

―43―



・ ・ ・ ・Ａ9 訓練された者（vinīya）または訓練され実行する者（vinīyakarana）―従う者（anuvatī）。

長上などに躾けられた者（VBh142169）。または或るモノなどが或る場所にあるか、或る者

に或る用務があるなら、それを一時も欠かさず行なう（VBh142270）。

（Ｂ）多聞の学習修了者（bahusutte gīyatthe）にも拘らずかかる性質を持つか否か（VBh1424）

・ ・・Ｂ1 食事や供養のために集団を保持する（dharei āhārapūyanatthāī）

・ ・Ｂ2 些細なことで執拗に不平を言う者（timtini71）

Ｂ3 動揺する者（cala）

・ ・・Ｂ4 責務を果たさない者（anavatthiya72）

・Ｂ5 行を実践する力が弱い（dubbalacarana）

・（Ｃ）悲惨な者（dīna）か否か、四種の劣った者（jumgiya）か否か（VBh1430－1432）

・Ｃ1 悲惨な者（dīna）―VM（p．698）によると無能な者（anarha）を意味する。

・ ・ ・Ｃ2 ジャーティ（jāti）が劣る者―pāna（市外に住む家なき者73）、domba（歌手74）、kiniya（楽

器演奏者75）、sovāga（シュヴァパーカ76）。

・ ・Ｃ3 仕事（kamma）が劣る者―養育者（posaga77）、浴場従業者（samvara78）、舞踊家（nada）、

・ ・曲芸師（lamkha）、猟師（vāha）、漁師（macchamdha）、洗濯屋（rayaga）、罠使い（vag-

guriya）。

・Ｃ4 技芸（sippa）が劣る者―織工または皮革工79（padakāra）、理髪師80（parīsaha）81。

・Ｃ5 身体（sarīra）が劣る者―手・足・耳・鼻・唇を欠く者、小人症（vāmanaga）、背の曲がっ

・ ・ ・ ・た者（madabha）、皮膚病患者（kodhiya）、隻眼（kāna）、歩行不能者（pamgula）。

ここで注目されるのは、出家者当人のジャーティや出家前の職業が卑賎か否か、また四肢の欠

損の有無といった、彼らが理念としては捨てている筈の、世俗的な価値観が大きく反映している82

ことである。因みに、これら四種の劣った者はそもそも出家を認可されない83。仮にそうと知ら

ず出家させてしまった場合は、少なくともアーチャーリヤにしない（VBh143384）。また、アーチャー

リヤに就任後C5の何れかになった場合は弟子にその地位を譲り、盗人が牛を深い穴に隠すよう

に、人目のつかない所に引き籠る必要がある（VBh144485）。以上のような一連の態度は、彼らが

所謂世間体を強く意識している証拠である。選定すべき弟子は、既に集団を率いている者→集団

を率いていないが学習を既に終了した者（gīyattha）→学習未終了者でも構わないので見栄えの

・良い者（āgiīmamta）の順で探す（VBh1435前半86）。ここでも、見栄えの良し悪しが重視されて

いること（←2．2．2）に注意せよ。
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（Ｄ）集団の運営に支障を来す者か否か（VBh1436－1440）

Ｄ1 過度に苦悩する者（accābādha）

・Ｄ2 集団の維持ができない者（acāyamta）

Ｄ3 集団の維持を欲さない者（necchai）

・Ｄ4 自分のことしか考えない者（appacimtaa）

・ ・Ｄ5 一人の者（egapurisa）―弟子を一名しか求めない（VBh1440：egam maggati sissam）。

・Ｄ6 死産する女の如き者（nimdū）―弟子を出家させても死ぬか、あるいは荒れる（VBh1440：

・ ・maremti viddhasamte vā）。

・Ｄ7 雌烏の如き者（kāgā）―弟子が一人だけ生き残る（VBh1440：thāyae ego）。

・Ｄ8 不妊症の女の如き者（vamjhā）―弟子を作ることができない者。

（Ｅ）不適切な弟子をアーチャーリヤに差し出す者か否か（VBh1441－1446）

Ｅ1 老人（thera）を差し出す者

・Ｅ2 不適格者（anariha）を差し出す者―VBh1443によると、不適格者とは隻眼の者や腕が不

・・自由な者（kumta）などを指す。

・Ｅ3 捻くれ者（khaggūda）を差し出す者

・Ｅ4 一つを得る者（egalambhia）―これは、優れた弟子が居るとしてもその者を長上に与え

ず、残余の者たちを与える者か、一つのモノしか得ない者たちを長上に差し出す者を指す

（VBh1443－144487）。

Ｅ5 投げ出す者（ukkhevaga）―二名もしくは三名の弟子を投げ出してアーチャーリヤの下に

導き、残りの弟子は自らのものとする（VBh1445前半88）。

Ｅ6 一時的な者（ittiria）―アーチャーリヤには臨時の弟子として一時的に貸与し、自分自身

の方の弟子は恒常的に弟子として拘束する（VBh1445後半89）。

・Ｅ7 「路上で死んだ」と告げる者（pamthe kālagata）―「貴方様のお弟子さんたちは、路上

で亡くなるか、あるいは袂を分かちました」とアーチャーリヤに告げる（VBh1446前半90）。

以上、三十四に亘るチェックポイントをクリアしなければならない。

3．おわりに

VBh が説くリーダー論のポイントの多くは、いかに集団内の僧侶を教育管理し全体を統率し

ていくかという、内輪のマネジメントに関わる問題である。そこでは擬制的な「血」の同質性よ

りも「知」の同質性（←1．）が、あるいは実体・外的な「取り巻き」よりも状態・内的な「取
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り巻き」が基本的には重視される（←2．）。つまり、知性や宗教的な素養、修行の深浅を重視す

る。その一方で、例えば当時のインド社会において被差別的な立場にあった者に集団を担わせな

いよう腐心し、リーダー自身の見栄えを気にする点などにも注意が必要である。彼らは世俗的な

ものを否定する超俗的な集団でありつつ、彼らの宗教生活を支えるものは100％世俗に依存する

という、矛盾する構造を必然的に内包している。当時のインド社会における世俗的な価値観に配

慮し、社会の中で教団を存続させ運営していくことは、ある意味で内輪のマネジメント以上に重

要な案件だったであろうことは想像に難くなく、それがリーダーの選択にも影を落としていると

言えよう。

最後に、本稿はあくまで7世紀頃のある地域における白衣派ジャイナ教リーダー論の一側面を

取り上げたに過ぎない。冒頭で述べた通り、V3．3以降は再びアーチャーリヤなどに就く条件を

説き、これらの検討は今後の課題となる。また無尽蔵ともいえるジャイナ教文献の分量からすれ

ば、これと全く異なるリーダー論を見出す可能性は十分に存在し、同様の教団組織を持つ教団、

特に仏教の諸律における類似記述を抽出し、今回の情報と突きあわせていくことも必要である。

更に、例えば現代の各ガッチャで如何にリーダーが選出されるかということは、また別の課題で

ある。
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7 但し VBh曰く、アーチャーリヤが断食死などの準備行に入る場合には恒常的な後継ぎを、アーチャー

リヤが迷乱（moha）か疾病（roga）治療の際、あるいは現アーチャーリヤが出家生活を放棄してしまっ

） ）

・た際は、暫定的に指名する（VBh1283：sakuliccao pavvajjāo pakkhio egavāyana suyammi / abbhujjaya-

・ ・ ・ ・parikamme mohe roge va ittarite //; VBh1288：parikammam kunamāne maranass’ abbhujjayassa va

・vihāre / mohe rogacikicchā ohāvemte ya āyarie //）。また、後継者に相応しい人物が不在の時か、現

・職が乱心して継承者を指名せず死去した時に暫定的アーチャーリヤが指名される（VBh1285：gana-

・・ ・ ・

^ ・

harapāyoggāsati pamāya atthāvie va kālagate / therāna pagāsemtī jāv’ anno na thāvito tattha //）。

・ ・ ・ ・
8 egapakkhiyassa bhikkhussa kappati ittariyam disam vā anudisam vā uddisittae vā dhārittae vā jahā vā

・ ・tassa ganassa pattiyam siyā iti.

・
9 duviho ya egapakkhī pavvajja sue ya hoi nāyavvo / suttammi egavāyana pavvajjāe kuliccādī//1282//

） ）

・sakuliccao pavvajjāo pakkhio egavāyana suyammi /1283/
10 VMはVBh1282に対する註（p．638）で、pavvajjā と sua とを夫々 ekakulavartin と ekagurukulādhīna

という語で説明する。恐らく前者が同一の閥に所属する状態だけを指す一方、後者は師匠が同一であ

ることを指すと推測される。VBh1299は sua が同一ではない者が恒常的なアーチャーリヤに就く場合

の過失として、「彼は〔答えの言葉を〕組み立てることができない。あるいは、保つものが僅かな者は

・ ・ ・〔他の者に質問してから回答を〕与える」（na tarai so samdheum appāhāro va puccchiyam dei）を挙

げる。VMによると、これら二つの過失のうち前者は「読誦が異なるがゆえに（bhinnavācanākatvāt）」

´起こる過失であり、後者は「聖典が乏しい者とも言われる（alpasruta）」が故に起こる。以上より、sua

が同一という事態に関しては学習レベルが現職と同一であるという解釈もVBhは許容していたと判断

した。

）

・ ・ ・ ・ ・ ・
11 pavvajjāe kulassa ya ganassa samghassa ceva patteyam / samayam suena bhamgā kujjā kamaso disā-

・bamdhe //
12 宇野（1967：10）を参照されたい。

・ ・
´ ・

・
13 Malayagiri on VBh 1285 (p.640): iha ekpāksiko dvividha uktah, pravrajyā srute ca. atra ca bhangacatus-

・ ・ ・ ・
´ ´tayam, tadyathā --- pravrajyayā ekapāksikah srutena ca, pravrajyayā na srutena, na pravrajyayā

´ ´srutena, na pravrajyayā nāpi srutena.
14 VBh1292において、暫定的・恒常的という区別はつけられていない。
15 VBh1284によると、生前に後継者を指名する配慮のある王の如く、アーチャーリヤは生前に後継者を

定めるべきである：「王の喩例のようなものである。〔つまり〕配慮をする者と配慮のしない者がおり、

配慮をする者は〔生前に〕王位継承者を立てる。以上のように〔配慮をするアーチャーリヤは生前に〕

・・ ・ガッチャにおける教育僧を〔立てる〕」（ditthamto jaha rāyā sāvekkho khalu taheva niravekkho / sāvek-

・ ・・ ・kho juvanarimdam thavei iya gacchuvajjhāyam //）。

・ ・ ・
16 annayaratigicchāe padhamāsati tatiyabhamgam ittariyam / tatiyasseva ya asaī bitito tassāsati cauttho //
17（1）か（3）が居るにも関わらず（2）か（4）を就任させる状況と思われる。

・
18 VBh1317：「同一でない組の者を就任させた場合、パリハーラである」（asarisapakkhigathavie pari-

―48―



・́ ・hāro）。VMによると asarisapakkhiga とは（2）もしくは（4）の者を指す（asadrsapāksiko nāma dvi-
・ ・tīyabhangavartī caturthabhangavartī vā）。

）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
19 payatīe miusahāvam pagatīe sammayam va niyayam vā / nāūna ganassa gurum thāvemti anega-

・pakkhim pi //
20 VMが samastasyāpi gaccasyeti gamyate とするのに従う。
21 va のサンスクリット形は、vā とも eva とも考え得る。底本によると、vi とする写本も存在する。

・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・
22 bhikkhū ya icchejjā ganam dhārittae bhagavam ca se apalicchanne evam se no kappai ganam dhārittae

・ ・ ・ ・bhagavam ca se palicchanne evam se kappai ganam dhārittae.
～

・ ・ ・ ・ ・ ・
23 paravādīhı na khubbhati samginhamto ganam ca na gilāī / hotī ya sayābhigamo sattāna sarovva pau-

・・maddho //

・ ・ ・ ・
24 jaha ālitte gehe koi pasuttam naram tu bohejjā / jaramaranādipalitte samsāragharammi taha u jie //
25 これらの喩の説明はVBh自体にはない。VMによる解釈についてはCAILLAT（1975：57）を見よ。

´26 VMによれば、生命を持つもの、生命を持たないもの（acitta）、両者の混合体（misra）である。
27 davve bhāva palicchada davve tiviho u hoti cittādī / loiya louttarito duviho vāvārajuttiyaro //
28 VBh 1390に対するVMによると、弟子は sacitta に分類され、acitta は修行生活を支える各種の資具

・（upakarana）を指す。
29「或る者が或る能力を具えているならば、そこでその者に〔師は夫々の能力に相応した〕用事をさせる。

資具〔の調達〕、聖典〔の暗誦〕、意味の〔把握〕、論争〔での議論〕、〔法〕話、病人〔の世話〕を（jo

・ ・ ・ ・ ・jāe laddhīe uvaveo tattha tam nijoemti / uvakaranasue atthe vāde kahane gilāne ya //1393//）」「〔夫々

の能力を具えた者たちに〕仕事をさせればさせるほど、そして仕事をさせられている者たちが〔夫々

の用務を〕欠くことがなければないほどガナは増大する。業滅の増大も全く同様である（jaha jaha

・ ・ ・・ ・・vāvārayate jahā ya vāvāriyā na hīyamti / taha taha ganaparivuddhī nijjaravaddhī vi em-eva //

1394//）」。
30 ジャイナ教において vinaya が持つ意味については、奥田（1974）を見よ。

・ ・ ・ ・ ・ ・・
31 suttatthaanuvaveto agīyaparivāra gamanapaccamtam / parititthikaohāvana sāvagasehā-d-avanno u //

1361//

・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
32 addhānādisu evam datthum savvattha eva mannamto / bhavaviyarayam agīto pāde anne vi pavadamto

//1363//

・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・
33 damago vaiyā khīraghadi khatta cimtā ya kukkudippasavo / dhanapimdana samanotarim ūsīsaga bhim-

・ ・dana ghadīe //
34 VMのヴァージョンはBOLLÉE（2009：58）で訳出されている。

・ ・ ・
～

・
35 pavvāvaittāna bahū ya sisse pacchā karissāmi ganāhivaccam / icchāvigappehı visūramāno sajjhāyam

・ ・evam na karei mamdo //

・ ・ ・ ・ ・ ・
36 āhāravatthādisu laddhijuttam ādejjavakkam ca ahīnadeham / sakkārabhājam samaimammi loe pūyamti

・sehā ya pihūjano ya //

―49―



・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
37 tam pi ya hu davvasamgahaparihīnam pariharamti sehādī / samgaharie ya sayalam ganadhārittam ka-

・ham hoi //

・ ・
38 bharukacche nahavāhana devī paumāvatī vairabhūtī / oroha kavvagāyana kouya nivapuccha devigamo

・ ・ ・ ・ ・ ・//1396// kattham ti niggatese sayam āsana esa ceva cedikahā / vipparināmam adānam virūvapari-

vārarahie ya //1397//
39 VMのヴァージョンはBOLLÉE（2009：60）で訳出されている。

・ ・ ・ ・
40 mūlam khalu davvapalicchayassa sumderim orasabalam ca / ākitimato hi niyamā sesā vi havamti lad-

dhīto //
41 外面が美しければ必ず内面の質が保証されるという考え方については、POWERS（2009）を見よ。

・ ・
42 āhārovahipūyākārana na gano dhareyavvo //

・ ・・ ・ ・ ・ ・
43 kammāna nijjaratthā evam khu gano bhave dhareyavvo / nijjarahetuvavasiyā pūyam pi ca kei icchamti //

・ ・ ・ ・ ・
～

・
44 ganadhārissāhāro uvakaranam samthavo ya ukkoso / sakkāro sīsapadicchaehi gihiannatitthīhim //

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
45 āgama evam bahumānito u ānā thirattam ca abhāvitesu / vinijjarā venaiyā ya niccam mānassa bhamgo

・vi ya pujjayamte //

・ ・

）
）

・・ ・・ ・ ・
46 gāvīto rakkhamto gheccham bhattīe paddiyā tatto / vaddhamte govagge hohimti ya vacchigā tattha //

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・1372// tesim tu dāmagāim karemi moramgacūliyāo ya / evam tu taiyabhamge vatthādī pimdanam

agīte //1373//
47 VMのヴァージョンはBOLLÉE（2009：59）で訳出されている。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
48 tāim bahūi padilehayamto addhāna-m-āīsu ya samvahamto / em-eva vāsamm’ atirittagam se vātādī-

・khobho ya sue ya hānī //括弧の補いはVMに基づく。

・・ ・ ・ ・
49 bhannai avigīyassa hu uvagaranādīhi jai vi sampattī / taha vi na so pajjatto karīlakāyo vva vodhavve //

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
50 na ya jānai venaiyam kārāveum na yāvi kuvvamti / taiyassa paribhavenam suttatthesum apadibaddhā //

´
・

51 VM（p．693）：ācāryaparamparāyātasampradāyavisesaparikalitāni. また CAILLAT（1975：57－58）

を見よ。

・
52 VM on VBh1407（p．691）が「この者は聡明なので…」（eso medhāvitvād …）とするのを参照せよ。

・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・
53 uccaphalo aha khuddo saunicchāvo va posium dukkham / puttho vi hohiti na vā palimamtho sārayam-

tassa //

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
54 vatthāhārādīhi ya samginhanuvattae ya jo juyalam / gāhei aparitamto gāhana sikkhāvae tarunam //

・・ ・ ・ ・ ・ ・
55 puttho vāsu marissati durānuvatto na vettha padiyāro / suttatthe parihānī there bahuyam nirattham tu //

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・
56 ahiyam pucchati oginhae bahum kim guno mi regena / hohiti ya vivaddhamto eso hu mamam padis-

avattī //

・・ ・ ・ ・ ・ ・
57 kohī va niruvagārī pharuso savvassa vāmavatto ya / avinīto tti va kāum hamtum sattum va nicchubhatī //

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・
58 kharamaueh’ anuyattati khaggūdam jena padati pāsenam / thāmo vihāravijadho tatthoddanam appanā

・kunati //

・・ ・・ ・ ・ ・ ・
59 iya suddha suttamamdali dāvijjai atthamamdalī ceva / dohim pi asīyamte dei ganam coyae pucchā //
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）

・
60 paravādīuvasagge uppanne sūrayāe samtarati /

・ ・ ・ ・
61 addhāna tena-m-ādī orassabalena samtarati //

・ ・
62 abbhudaa vasane vā akhubbhamāno u sattito hoti /

・
63 āvati kulādikajjesu ceva vavasāyavam tarati //

・ ・ ・ ・
64 kāyavvam aparitamto kāum vi thiro anānutāvī u /

・ ・ ・
65 thovāto vi dalamto ciyāgavam dānasīlo u //

・ ・
66 uvasagge sodhavve jhāe kiccesu yāvi dhiimamte /
67 この概念については、TATIA（1951：45－48）を見よ。

・
68 buddhicaukkavinīto …

・
69 guru-m-ādi-vinito u …

・ ・ ・ ・ ・
70 davvāī jam jattha u jammi va kiccam tu jassa vā jam tu / kuvvai ahīnakālam

・ ・ ・
71 VM（p.695）：tintinī nāma yatra tatra vā stoke ’pi kārane karakarāyanam.

・
72 VM（p．695）：anavasthitah svapratipannārthānirvāhī.

・
´

・ ・ ・ ・
73 VM（p．698）：pānā nāma ye grāmasya nagarasya ca bahirākāse vasanti tesām, grhānām abhāvāt.

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
74 VM（p．698）：dombāh yesām grhāni santi gītam ca gāyanti. インド法典類における定義については、

KANE（1941：82）を見よ。

・ ・ ・ ・ ・ ・
75 VM（p．698）：kinikāh ye vāditrāni parinahyanti, vadhyānām ca nagaramadhye nīyamānānām purato

vādayanti ca.

´
・ ・・

´
・

´76 VM（p．698）はチャンダーラと同義であるとする：svapacāh candālā ye sunah pacanti, tantrīs ca vikrī-

・nantīti.

・ ・
77 VM（p．698）によると女・鶏・孔雀を養育する者である（strīkukkutamayūrān posayanti）。

´
・

78 VM（p．698）の snānikasodhakāh（＊異読を採用した）という説明に拠る。

・
79 VM（p．698）の kuvindādayah carmakārā ity apare という説明に拠る。
80 VM（p．698）の nāpita という説明に拠る。
81 パーリ仏典でも織工（pesakāra）、皮革工（cammakāra）、理髪師（nahāpita）が劣った技芸（hīnasippa）

とされることについては、山崎（1986：175）を見よ。また多くのインド法典類でも、これらの職業に

就く者が「底辺の生まれの者（antyaja）」とされることについては、KANE（1941：70f.）を見よ。
82 ただし、四肢の欠損や身体の障碍については、修行を十分に遂行できないという純粋に修道論上の理

由で説明される場合もある。これについては次註で記した点も含めて別稿を予定している。

・
83 四種の jumgiya が出家を許可されないことは、NisBh3706でも言及される。また出家を許されない人

物一覧がNisBh3506‐3508，3561‐3562で列挙されるが、VBhが列挙する上記リストと齟齬する点もあ

る。NisBh が提示する一覧については別稿を予定している。

・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・
84 dikkheum pi na kappamti jumgiyā kārane vidosā vā / annāyadikkhie vā nāum na karemti āyarie //

・ ・ ・ ・ ・
85 pacchā vi homti vigalā āyariyattam na kappaī tesim / sīso thāveyavvo kānagamahiso va ninnammi //

・ ・ ・
86 gani aganī vā gīto jo va agīto vi āgiīmamto /
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
87 egālambhī pahāno u // tam egam na vi detī avasese dei je gurūnam tu / ahavā vi egadavvam labhamti

）

・ ・je dei te gurūnam //

・ ・ ・

）

・ ・
88 ukkhevenam do tinni va uvaneti sesam appano genhe /

・ ・ ・ ・ ・
89 āyariyānittariyam bamdhai disam appano va kaim //

・ ・
90 pamthammi ya kālagayā padibhaggā vā vi tubbha je sīsā /

（かわさき ゆたか：人間文化研究所 客員研究員）

―52―



ジャイナ教団におけるリーダーの適性について

河 﨑 豊

On the Attributes for the Leader of the Jain Mendicant Order

Yutaka KAWASAKI

筑紫女学園大学
人 間 文 化 研 究 所 年 報

第27号
2016年

ANNUAL REPORT
of

THE HUMANITIES RESEARCH INSTITUTE
Chikushi Jogakuen University

No. 27
2016


